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米中貿易摩擦の経済的影響と今後の展望
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「中国経済のリスクと展望」
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1．米中貿易動向

• 中国の輸出金額はコロナ禍の特需が一服し、２０２３年に減少。米国向け輸出は貿易摩擦激化後も概ねプラスを維持してい
たが、２３年には大幅減

• もっとも、２０２３年入り後は２０２２年急増の反動等から主要国の輸入は軒並み減少傾向

図表 中国輸出金額（名目） 図表 主要国実質輸入

（注）２０２３年は１～１０月の前年同月比。
（資料）中国海関総署

（注）直近は２０２３年７～９月期。
（資料）CPB World Trade Monitor
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1．米中貿易動向

図表 米国貿易収支変化

• 米国の輸入金額に占める中国シェアは２０１９年以降低下が顕著。コロナ禍でやや上向くも、２０２３年に再び急低下

• 米国の貿易赤字の主因となっていた対中貿易収支は米中摩擦の激化を契機に黒字拡大方向（赤字縮小）に転換

（注）２０２３年は１～９月値。
（資料）米国センサス局

（注）２０２３年は１～９月値。
（資料）米国センサス局

図表 米国輸入金額の中国シェア
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1．米中貿易動向

図表 米国輸入の中国シェア変化（中国シェア上位２０品目）

• 米中摩擦激化以降の米国輸入に占める中国シェアは、シェアが大きい品目ほど低下

• コロナ禍には衛生・医療品等の特需と先進国生産の停滞により一部品目で中国シェアが拡大するも、２０２３年には再びす
べての品目で低下

（注）２０２３年は１～９月の前年同期変化率。品目選択で使用した中国シェアは２０１９年ベース。
（資料）米国センサス局
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1．米中貿易動向

図表 米国輸入の国別シェア変化

• コロナ禍で一時的に中国シェアが拡大した品目では、コロナ特需のほか、先進国の生産停滞に伴うシェア低下を中国が
補った可能性も

（資料）米国センサス局
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• 米国輸入の品目別×国別変化によれば、中国からの輸入減の一方で、フレンドショアリング、ニアショアリングの動き

図表 米国の品目別（HS２桁）国別輸入金額変化（２０１７～２０２３年）

1．米中貿易動向

（注）２０２３年米国輸入総額に占めるシェア0.5％以上の国対象。空白マスは各品目に占めるシェア1％未満の国。右列「増加・減少」にはHS０１～２４の結果も含む。
（資料）米国センサス局
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• ２０２３年に限ると、中国に限らず幅広く減少するも、フレンドショアリング、ニアショアリングの動きは変わらず

図表 米国の品目別（HS２桁）国別輸入金額変化（２０22～２０２３年）

1．米中貿易動向

（注）２０２３年米国輸入総額に占めるシェア0.5％以上の国対象。空白マスは各品目に占めるシェア1％未満の国。右列「増加・減少」にはHS０１～２４の結果も含む。
（資料）米国センサス局
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• シェア変化でみるとメキシコやベトナムの伸びが大きい

図表 米国の品目別（HS２桁）国別輸入シェア変化（２０１７～２０２３年）～中国シェア１０％以上品目

1．米中貿易動向

（注）２０２３年米国輸入総額に占めるシェア0.5％以上の国対象。
（資料）米国センサス局
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• シェア変化も２０２３年に限ると、よりフレンドショアリング、ニアショアリングの動きが鮮明

図表 米国の品目別（HS２桁）国別輸入シェア変化（２０22～２０２３年）～中国シェア１０％以上品目

1．米中貿易動向

（注）２０２３年米国輸入総額に占めるシェア0.5％以上の国対象。
（資料）米国センサス局
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1．米中貿易動向

• 中国シェアは多くの品目で２桁の大幅減の一方で、シェア７割超の品目では代替が進んでいない模様

図表 米国輸入 中国シェア上位品目（HS２桁、２０１７年時点で１０％以上）

（資料）米国センサス局
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2．中国経済への影響

• 中国の実質ベースの出荷内訳は２０１９年以降、コロナ特需期を除き輸出向けの伸びが縮小し、国内需要の低調を補うこと
ができない格好

• 工業の設備稼働率はゼロコロナ解除後も反発は限定的

図表 中国設備稼働率図表 中国出荷内訳（実質）

（資料）中国国家統計局（注）２０１１年基準。２０２３年は１～９月の前年同期比。
（資料）中国国家統計局、中国海関総署
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2．中国経済への影響

図表 直接投資受入額

• 中国の直接投資受入額は２０２２年以降、前年割れが続き、２０２３年７～９月期には統計開始以来の減少を記録

• 固定資産投資は国有企業の堅調が続く一方、外資企業や輸出比率が高い民営企業で２０１８～１９年以降悪化傾向

図表 中国の固定資産投資（企業形態別）

（注）２０２３年は１～１０月の前年同期比。
（資料）中国国家統計局
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2．中国経済への影響

図表 世界輸出の国・地域構成

• 一方、世界輸出における中国の比率は、緩やかな拡大を維持

• 中国の輸出先は欧米、日本から新興国にシフトが進む

（注）２０２３年は１～１０月
（資料）中国海関総署

図表 中国輸出先の国・地域構成

（注）２０２３年は１～９月平均値。
（資料）CPB World Trade Monitor
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2．中国経済への影響

図表 世界生産の国・地域構成

• 世界生産における中国の存在感は、貿易摩擦を経ても足元まで着実に高まる

• 中国内では製造業生産における軽工業、鉄鋼比率が低下する一方で輸送機械、電気機械、通信・電子比率が上昇しており
高度化進展を示唆

（注）２０１5年以降は２０１１年生産額を実質付加価値の伸びで延長し作成。
（資料）中国国家統計局

図表 中国製造業生産の業種構成変化

（注）２０２３年は１～９月平均値。
（資料）CPB World Trade Monitor
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2．中国経済への影響

図表 米国輸入における先進国比率７０％超品目

• 米国輸入における先進国比率７０％以上の品目を高付加価値品と仮定すると、中国の輸出における高付加価値化は徐々
に進展するも、米中摩擦激化後はやや足踏み

（注）高付加価値品は、米国輸入（HS２桁分類）について、先進国からの輸入比率
（中国を除く）が７０％以上の品目とした。２０２３年は１～１０月。

（資料）中国海関総署

図表 中国の高付加価値品輸出

（注）２０２３年は１～９月平均値。
（資料）米国センサス局
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2．中国経済への影響

図表 中国電子産業関連 貿易特化係数

• 中国の半導体関連製品の大部分は輸入依存度が高く輸出競争力が弱いものの、2023年にかけて競争力が改善

• なお、２０２３年７～９月期に半導体製造装置の輸入が急増する一方で輸出も増加したため、貿易特化係数は-1に近い水
準でほぼ横ばい

（資料）中国海関総署

＜半導体関連＞ ＜その他電子製品＞
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3．まとめ

• 米中貿易摩擦の激化以降、米国輸入における中国シェアは急低下。コロナ禍の米国の対中輸入は、一部品目で特需や先進
国生産の停滞を補うような動きもみられたが、２０２３年には主要品目すべてで対中輸入が減少。

• 米国の国別・品目別輸入変化をみると、米中摩擦以降、中国が幅広い品目で減少する一方、カナダ、メキシコ、欧州主要国
で増加しており、フレンドショアリング、ニアショアリングの動き。２０２３年はそうした動きがより明確に。

• 中国経済への影響として、内需鈍化を輸出が支える効果が弱まっているほか、直接投資受入れ減少などにより、中長期的
に成長率を押し下げる懸念が高まっていることが挙げられる。

• 他方、世界の輸出における中国のシェアは２０１９年以降も着実に拡大。中国の輸出先は、欧米、日本から新興国にシフト。
現状、低付加価値品が中国の輸出を支えている模様。

• 生産面でも世界における中国シェア拡大が続く。中国国内の生産内訳の変化をみると、高付加価値品シフトが示唆される。
中国の輸出の高付加価値化は緩やかに進展も米中摩擦激化後に足踏みしており、国内向けの高付加価値化が優先されて
いると考えられる。

• 貿易摩擦等を契機とする米国のフレンドショアリング、ニアショアリングの動きは足元でより強まる方向にあり、以前に比
べて米中のデカップリングが進むことは確実。一方、その結果として中国の産業高度化に遅れが生じている可能性はある
が、着実に高度化は進展。
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